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1. 研究目的 

2020 年以降、新型コロナウイルスが蔓延しており、巨大災害が発生すると避難所が満員になるケースが見込まれる。

そのため、避難所での新型コロナウイルスの感染シミュレーションを行い、感染者の推移を分析する。さらに、感染確

率や避難所の大きさなどの様々なパラメータを変えることで、感染者数がどのように変化するか検証する。 

 

2. 解析方法 

新型コロナウイルスの感染シミュレーションは、2009 年 Google で開発

され、シンプルかつ高速な処理が可能である Go言語を使用する。 

解析方法は、災害が発生し、体育館などの避難所に仮避難する場を想定

して、100 人で 100 回のシミュレーションを実施した。避難所の配置図を

図1に示し、シミュレーションの設定条件を表 1に示す。 

避難所で新型コロナウイルスに感染する方法は、感染者と同じマスにお

り、一定の確率で感染する。避難所内での人の行動(LifeAction)は 7 つあ

り、{Stay(自分の住居スペースにとどまる)、ランダムウォーク、掲示板、

更衣室、トイレ、食事、GoHome(自分の住居スペースに帰る)}がある。 

LifeActionを決める方法については、0～1までの少数点の数字をランダ

ムで100人分呼び出し1人 1人に与える。0～0.89が Stay、0.89～0.92が

ランダムウォーク、0.92～0.94 が掲示板、0.94～0.97 が更衣室、0.97～1

がトイレとなり、1 人ずつそれぞれの LifeAction が決まる。注意事項とし

て、百分率で決まるのではなく、100 回 0～1 のランダムの数字を呼び出し

ているため、百分率通りのLifeActionになるとは限らない。また、Stayが選択された場合は、60分間動かないことと

し、ランダムウォークが選択された場合は、10分間ランダムで動くこととする。食事時間については、1日あたり、7:00、

12:00、18:00の計 3回実施し、25人×4グループに分けて各グループ15分ごとに移動し、3箇所の配膳場所に向かい、

食事は、自分の住居スペースで食べることとする。 
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条件 特徴 人数

(人) 

感染確率 初期感染者

(人) 

Map 

SizeY 

Map 

SizeX 

Stay 

(分) 

条件 1 標準設定 100 5%,10%,15% 2 30 15 60 

条件 2 避難所の面積を小さくした。 100 5%,10%,15% 2 25 12 60 

条件 3 移動時間を長くした。 100 5%,10%,15% 2 30 15 30 

条件 4 初期感染者を1人にした。 100 5%,10%,15% 1 30 15 60 

図1 避難所の配置図 

(座標MapSizeY,MapSizeX) 

表１各シミュレーションの設定条件 
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3. 解析結果及び考察 

条件 1～4 の感染確率 5%の解析結果を図 2、15%を図

3に示す。全体の結果として、感染者数が10人程度ま

での初期段階では、1日に比較的一定程度（約2～3人）

で増加するが、10人程度を超えた次日は感染者数が伸

びやすい傾向がみられた。 

3.1 条件 1（標準設定） 

7日後の感染確率が5%の平均感染者数は14.2人、15%

の平均感染者数は45.3人であった。このことより、条

件 1 は感染確率が 3 倍になれば、平均感染者数も約 3

倍になることが分かった。感染者数を増加させないた

めに、食事を受け取りに行く人数を25人から10人に減

らし、再度解析を行った（条件5）。7日後の結果で、感

染者数を約30～40%に抑えることができた（図4）。 

3.2 条件 2（避難所の面積の縮小） 

7日後の感染確率が5%の平均感染者数は14.2人、15%

の平均感染者数は 49.9 人であった。このことより、条

件1と比べて、避難所の面積を小さくした場合、感染確

率が低い場合は、平均感染者数が変わらず、避難所の面

積に感染者数は影響しないが、高くなるにつれて、平均

感染者数が増加するため、感染確率が高い場合は避難所

の面積を大きくした方が感染者数を減らせることが分か

った。 

3.3 条件 3（移動時間を長くした場合） 

7 日後の感染確率が 5%の平均感染者数は 37.2 人、15%

の平均感染者数は94.5人であった。このことより、条件

1と比べて住居スペースに滞在する時間を 30分に変更し

た場合、平均感染者数が急増することが分かった。 

3.4 条件 4（初期感染者1人） 

7日後の感染確率が5%の平均感染者数は6.9人、15%の

平均感染者数は29.0人であった。このことより、条件1と

比べて初期感染者を2人から1人に変更した場合、平均感染者数が減少し約50%、感染者数が減少することが分かった。 

 

４. 結論 

感染確率が5%の場合は、避難所面積を約2/3倍に小さくしても、感染者数の変化は、ほとんどなかったが、感染確率

が 10%,15%の場合は、感染者数が少し増加した。また、移動時間を長くすると感染者数は急激に増加し、初期感染者を

減少させると、7日後の感染者数は、約半数に減少した。さらに、食事時間に食事を受け取りに行く人数を 25人から10

人に減らすと、感染者数は、約30～40%まで減少することが分かった。 

この結果より、避難所での新型コロナウイルス感染症対策では、避難所の面積を確保するより、移動量を必要最小限

にし、人との接触を出来る限り避ける方が重要である。また、団体行動を控える必要があることも分かった。 
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図4条件1と条件5の比較（感染確率15%） 

図 2 条件 1～4(感染確率5%) 

図 3 条件 1～4(感染確率15%) 
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